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と う ガ ら し の 辛 味 成 分CAPSAICINの

比 色 定 量 法'に つ い て

大 島 康 義 ・ 白 川 正 治 ・ 松 井 俊 規'

 A modified  method of the colorimetric 

     determination of capsaicin 

Yasuyoshi Oshima, Masaharu Shirakawa 

       and Toshinori Matsui

と うが ら し(CapsicecmannuamLinn6)の 辛 味 成 分 はThresh1)に よ りcapsaicin

と命 名 され,Nelson2・3)に よ りそ の 化 学 構 造 はisodecenoicacidvanyllylamideで あ

る こ と が 決 定 さ れ た.

Capsaidinの 定 量法 につい てFordor4)はvanadiumoxychloride(VOC13)或 い は

ammoniumvanadateに よ る呈色 を利 用 す る比 色定 量 法 を考 案 して い るが,併 し呈色 が

不 安 定 で,特 に後 者 を用い る際 に は20秒 以 内 に比 色 す る必 要 が あ る と記 載 して い る.最

近North5)はphosphotungsticLphosphomolybdicacidに よ り生 す る青 色 をvanillin

を標 準 と して比 色 定 量 す る方 法 を発 表 してい る.こ の方 法 で はCH30一 基 を もつ た類 似 の

pheno1類 を試 料 か ら除 去 す る た め にか な り煩 雑 な操 作 を伴い,そ れ に よ る損 失 を まぬが

れ す,従 つ てか な り小 さい 定 量 値 を与 え る様 で あ る.

著 者 等 は ます 比 較 的簡単 なFordor法 に検討 を加 え た.Ammoniumvanadateに よる

呈 色 は試 藥 添 加 後30秒 で 僅 か に青 緑 色 か ら緑 色 え変 化 し一夜 放 置 す る と線 黄 色 とな る.

併 し発 色 後5～6分 後 の反 応 液 は600血#及 び7QOmpt附 近 に 弱い吸収 帯 を もち(Table

1,Fig.1)而 も720mμ の吸収 帯 は発 色 後5～10分 間 に は殆 ん どそ の 強 さを変 化 しな

いこ とを確 めた.ま た 純 粋 に分 離 した 結 晶eapsaicinの 標 準 溶 液 を 同様 に して発 色 せ しめ

720mμ の吸 光 係 数 をPulfrichphotometerで 測 定 し この 場 合 に もBeerの 法 則 が 適

用 され る こと,従 つ て 定 量 法 と して 充分 探 用 し うる こと を確 めた(Table3,Fig.2).

このFordor法 の改 良 法 に よつ て 品 種 を異 にす る8種 類 の と うが ら し中 のcapsaicin

を定 量 した.そ の含 量 は品種 に よつ て 著 る しい 変 動 が あ り,一一般 に鷹 の 爪 系 の 品 種 は比 較

的 多 く1・7～1・8%,八 房 系 で はP・5～1・0%で あつ た ・
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実 験

標 準capsaicin溶 液:-Nelson法2)に よ り分 離 再結 したcapsaicin(m.P.,63。C)

-10mgを ア セ トン10ccに 溶 解 し母 液 とす る.

対 照 液:一 実 測 に際 してcapsaicin以 外 の物 質特 にcapsanthinの 影 響 を考 慮 し全

然 辛 味 の な い 品種(C.annuumL.var.grossumsendt.)の 乾 燥 粉 末16.59を ア セ ト

ン260ccで10分 問 振 畳 抽 出 し,遠 心 分 離 して赤 色 透 明 な浸 出液 を調 製 し,標 準 溶 液 に 原

料 か らの エ キ ス とほ ぼ 同量 を 含 む様 に加 え た.

呈 色 操 作:-Fordorに よ る とcapsaicin'の ア セ トン溶 液 はO.016mg/¢c程 度 の溶

液 はvanadiumoxychlorideに よ り呈 色 し1mg/ccで は ・vanadylcapsaicinの 沈

澱 を生 す る・Capsaicinの ア セ トン溶 液 或 い は と うが ら しの ア セ トン抽 出液5ccに 粉 末

のammoniunvanadateO.19と 濃塩 酸9滴(約0.459)を 加 え強 く振盪 し,生 す る

赤 褐色 の沈 澱 を遠 心 分 離 し緑 色 透 明 な上 澄 液 を うる.

波 長 つ選 択:-Pulfrichphotdmeterを 用 いて 吸 光 曲線 を作 成 し比 色 に用 い る波 長

を決 定 した.Capsaicinの ア セ トン溶 液(1mg/cc)を 上 記 の 如 くして 呈 色 せ し め,S

フ ィル タ ・一を 用 い て各 波長 に於 け る吸 光 係 数 を測 定 した 結 果 をFig.1に 示 す.

 Fig. _ I.

即 ち6〕0及 び720m#附 近 に吸収 を認 め る.こ の 何 れ か を撰 ん で比 色 すべ きで あ る.
'呈色 の 安 定 性: -S72フ ィル タ ー を用 い 試 藥 添加 後 の 呈 色 の吸 光 係数 の 時 間 的 変化 を

測 定 した.結 果 をTable1に 示 す.



161

Table 1.

Table 2. 反応 後6～10分 つ 閥 で は僅 か に吸 光 係 数 が 減

少 す る傾 向 が ある が6～7分 で は殆 ど 変 化 しな

い.従 つ て試 藥 を添 加 し,振盪 後 直 ち に遽 心分 離

し上 澄 液 を分 離 す る 迄 約5分 を要 し,6～7分 で

Pulfrichphotometerの 吸 光 係数 の読 み を よむ

よ うに操 作 す る.

標 準capsaicin溶 液 に よ る 検 量 曲線:一 標

準 溶 液0.1,0.2,… …0.8ccを 採 り,そ れ ぞ れ

対 照 液 で5ccと し;caps歌icin含 量0.02,0.04

・・-o .16mg/ccの 溶 液 を調 整 し前 述 の如 く して

呈 色 せ しめ,6～7分 の 間 にS72フ ィル タe一を用 い て吸 光 係 数 を測 定 した.Table2,Fig.

2に 結 果 を示 した.『

Fig. 2.
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CaPsaicinの 濃 度 は吸 光 係 数 と よ く比 例 し,Beerの 法 則 が 成 立 して い る.

試 料 申 のcapsaicinの 定 量:一 と うが ら しの乾 燥 粉末19を10ccの ア セ トン と

10分 間 よ く振盪 し遠 心 分 離iし上 澄 液 を分 ち,こ の1ccを ア セト ンで5ccに 充 た し標

準 溶液 の場 合 と同 様 に して 測 定 し検 量 曲線 か ら含量 を求 め る.例 えば 吸 光 係 数 が0.91の

場 合Fig.2か らそ の 濃 度 は0.505mg/ccで あ り,試 料 中 の 含量 は

となる.八 房系,鷹 の爪系及び伏見系の8品 種について測定 した結果をTable3に 示す.

Table 3.

North法 との 比 較:一 大 八房 系試 料 の ア ル コー ル エ キ スか ら ア ル コール を蒸 発 させ

て 調 製 した01eoresin19宛 を と りNorth法5)及 び吾 々 の改 良 法 で 定 量 した 結 果North
ク

法 の1.62%(01eqresin中)に 対 し,改 良 法 で は2。04%が 得 られ た.North法 で は粗

capsaicinの 分 離 操 作 が繁 雑 で,而 も数 回 に 亘 り分液 抽 出 をお こな うた めその間 若 干 の損

失 を菟 れ な い ので 低 い値 が 得 られ る と考 え られ る.

一 考 察

Pulfrichphotometerの 吸 光 係数 の 読 み0.01は 検 量 曲 線上 で は0.0006～7mgcap-

saicinに 相 当 し,試 料0.04mg/ccの と きは そ の全 量 の2%以 下 と な る.検 量曲 線上 の

直 線 か らの最 大 の す れ は吸 光 係 数0.15附 近 で 約0.04と な り,こ れ は全 量 の約4%に

相 当す る.全 量 が 小 と なれ ば す れ の影 響 が大 き くな るが,上 記 品 種 の測 定 は何 れ も吸 光 係

数0.15附 近 で 測 定 され て い るの で測 定 誤 差 は約4%で あ る.

Micko6)の 古い 測 定 に よる とpaprika中Dcapsaicinは0.03% ,FordorのUngar・

ischenRosenpaprikaに つ い て の測 定 値 は 多い もので0.08%で あ り,何 れ も吾 々の
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測定値 より著るしく小 さい.こ れは品種にもよるが併 し定量法の不備 も関与 していると思

われる.概 して本邦産の鷹の爪系の品種がcapsaicin含 量大であることは注 目すべ きこ

とである.

終 りに本研究の試料 を提供 して頂いた九州農事試験場園芸部熊沢場長,小 原技官に感謝

の意を表する.
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Resuin 

The colorimetric method of determination of capsaicin, which was proposed 

by Fordor in 1931 was modified considering the stability of the coloration, 

which had been the most inadequate trouble for the determination. The 

optimum conditions for the colorimetric measurements were worked out ( Fig. 

1 and Table 1). Development of the color was carried out by addition of 

ammonium vanadate and concentrated hydrochloric acid to the acetone extract 

of capsaicin, as like the method of Fordor. The color intensity was measured 

6 minutes after the development of the color, using the S72-filter ( Pulfrich 

photometer ) and the amount of the capsaicin involved was determined from 

the standard curve ( Fig. 2 and Table 1). The measurements were well 

reproducible with probable error of about 4/o. The method of North, 

recently reported, gives usually low value of capsaicin, _ probably because of 

the complicated treatment of separation of row capsaicin from other phenolic 

methoxy-compounds. Eight spieces of Capsicum were analysed and data were 

given (Table 3 ). 

(Laboratory of Biochemistry, Faculty of Agriculture, Kyushu Uiversity)


